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巡
回
布
教
日
程

令
和

　

七
年
度

四
月
二
十
四
日
(木)
　
六
教
区
　
持

明

寺

四
月
二
十
五
日
(金)
　
五
教
区
　
普

門

寺

四
月
二
十
六
日
(土)
　
三
教
区
　
八

浄

寺

四
月
二
十
七
日
(日)
　
八
教
区
　
萬

勝

寺

四
月
二
十
八
日
(月)
　
五
教
区
　
神

宮

寺

四
月
二
十
九
日
(火)
　
四
教
区
　
正

法

寺

四
月
三
十
日
(水)
　
七
教
区
　
智

積

寺

　本
山
の
布
教
師
さ
ま
が
、
島
内
各
寺
院
を

回
ら
れ
、
管
長
さ
ま
の
御
言
葉
と
お
授
け
、

布
教
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

 

『
不ふ

し

ん

に

瞋
恚
戒　

怒
ら
な
い
戒
律
』

　
十
二
月
三
日
㈫
四
日
㈬
、
兵
庫
ブ
ロ
ッ
ク
枢
議
・

参
与
・
檀
信
徒
研
修
会
が
兵
庫
支
所
担
当
で
有
馬
温

泉
の
有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
但
馬・播
磨・

兵
庫
・
淡
路
よ
り
約
二
百
名
が
集
い
一
泊
二
日
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
二
つ
の
講
演

・
「
渡
米
し
た
野
球
選
手
の
ヨ
メ
が
日
米
の
文
化
の

　
　
違
い
に　
び
っ
く
り
し
た
お
話
」

　
　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　
ホ
リ
プ
ロ
所
属　

田
口
恵
美
子 

様

・
「
豊
か
に
楽
し
く
喜
ん
で
大
往
生
」

　
　
高
野
山
真
言
宗　
宗
会
議
員　
西
光
寺

名
誉
住
職　
岡
本
哲
雅 

僧
正

二
日
目
は

・
「
合
掌　
～
そ
の
美
し
い
心
～
」

　
　
高
野
山
真
言
宗　
教
学
部
次
長

　
大
師
之
寺
住
職　
立
葉
了
禅 

僧
正

・
マ
ジ
シ
ャ
ン
隼
人
様
に
よ
る
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　
の
マ
ジ
ッ
ク

　
田
口
恵
美
子
様

（
元
プ
ロ
野
球
選

手
田
口
壮
の
奥

様
）
の
講
演
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
女
性
の
立
ち
位

置
の
違
い
を
面
白

可
笑
し
く
、
日
本

に
お
け
る
男
女
格

差
を
緩
め
る
内
容

で
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
七
年
度
は
、

淡
路
宗
務
支
所
が

担
当
と
な
り
ま
す
。

是
非
、
参
与
会
に

　
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
災
で

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
安

寧
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
三
年
度
開
催
予
定
で
あ
っ

た『
第
十
七
回
淡
路
檀
信
徒
大
会
』

が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と
な
り
、

大
会
に
向
け
て
の
積
立
金
を
被
害

が
大
き
な
能
登
支
所
下
寺
院
に
と

　
洲
本
市
五
色
町
都
志
一
三
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
聞
寺
中

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
七
九
九（
三
三
）〇
七
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
七
九
九（
三
三
）一
四
二
九

 　
洲
本
市
五
色
町
鮎
原
下
六
九
三‐一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
泉
寺
中

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
七
九
九（
三
二
）〇
六
九
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
七
九
九（
三
二
）一
七
〇
〇

 

支
所
長　
　
　
　
　
　
鈴
木　
暸
導

副　
長　
（
庶
務
課
）
三
宅　
一
弘

　
〃　
　
（
会
計
課
）
寺
内　
宥
孝

　
〃　
　
（
教
務
課
）
笹
津　
寛
照

　
〃　
　
（
講
社
課
）
本
間　
敬
英

　
〃　
　
（
弁
天
総
長
）
和
田　
光
永

　
〃　
　
（
弁
天
庶
務
）
國
本　
忠
孝

　
〃　
　
（
弁
天
会
計
）
野
崎　
康
弘

自
治
布
教
団
団
長　
　
笹
津　
寛
照

　
〃　
　
副
団
長　
　
長
谷
川
惇
也

　
〃　
　
副
団
長　
　
樹
下　
真
快

金
剛
講　
総　
監　
　
本
間　
敬
英

　
〃　
　
庶　
務　
　
森　
　
大
誠

　
〃　
　
会　
計　
　
岡
崎　
哲
秀

青
年
教
師
会
会
長　
　
岡
崎　
哲
隆

寺
族
婦
人
会
会
長　
　
井
上　
　
泉

 　
議　
長　
八
教
区　
　
瀬
尾　
弘
澄

副
議
長　
一
教
区　
　
若
林　
義
導

　
　
　
　
三
教
区　
　
岩
坪　
泰
圓

　
　
　
　
四
教
区　
　
林　
　
真
康

　
　
　
　
五
教
区　
　
佐
竹　
清
志

　
　
　
　
六
教
区　
　
河
野　
泰
真

　
　
　
　
七
教
区　
　
林
山　
伸
樹

　
　
　
　
八
教
区　
　
高
見　
哲
寛

 

書　
記　
　
　
　
　
　
山
本　
大
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
銅　
真
宏

 

高
野
山
真
言
宗
宗
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
岳　
利
英 

常
任
理
事　
　
　
　
　
堀
部　
泰
博

事
務
局
員　
　
　
　
　
長
谷
川
惇
也

　
人
間
の
も
つ
根
元
的
な
三
つ
の

煩
悩
で
あ
る
貪
瞋
痴
（
と
ん
じ

ん
ち
）。
こ
れ
ら
は
、
仏
教
で
心

の
三
毒
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
貪
と
は
、
む
さ
ぼ
る
こ
と
で

貪
欲
に
際
限
な
く
あ
れ
こ
れ
欲

す
る
こ
と
で
す
。
動
物
的
欲
求

や
物
欲
、
あ
る
い
は
金
銭
欲
が

強
す
ぎ
る
こ
と
が
、
貪
と
い
わ

れ
ま
す
。

　
次
に
、
瞋
と
は
、
簡
単
に
言

え
ば
感
情
を
ぶ
ち
ま
け
る
こ
と
。

不
快
な
も
の
に
対
し
て
激
し
く

怒
っ
た
り
、
妬
ん
だ
り
、
恨
ん

だ
り
す
る
こ
と
で
す
。

　
最
後
に
痴
と
は
無
知
で
あ
る

こ
と
。
自
己
弁
護
に
走
っ
た
り
、

常
識
知
ら
ず
で
自
己
利
益
し
か

考
え
な
い
よ
う
な
こ
と
で
す
。

一
教
区 　
清
水　
邦
樹

三
教
区 　
寺
西　
一
夫

四
教
区 　
森　
　
衣
代

五
教
区 　
橋
詰　
計
介

六
教
区 　
山
崎　
恭
路

七
教
区 　
池
尻　
明
人

八
教
区 　
坂
本　
勝
利

八
教
区 　
藤
本　
和
宏

八
教
区 　
小
池　
春
六

八
教
区 　
榎
本　
晃
明

八
教
区 　
數
田　
直
惣

一
教
区　
　
北
浦　
義
久

三
教
区　
　
寺
西　
一
夫

四
教
区　
　
太
田　
隆
夫

五
教
区　
　
髙
谷　
秀
男

六
教
区　
　
永
田　
秀
一

七
教
区　
　
岸
本　
敏
彦

八
教
区　
　
中
田　
　
攻

八
教
区　
　
大
江　
俊
一

中
川
原　
松
榮
寺
先
々
代
住
職
内
室

笹
津
ミ
ツ
ル

　
　
　
　
令
和
六
年　
四
月
二
十
九
日 

逝
去

尾　
崎　
長
泉
寺
名
誉
住
職　
内
室

山
本　
光
子

　
　
　
　
令
和
六
年　
六
月　
十
六　
日 

逝
去

鍛
冶
屋　
萬
福
寺
先
々
代
住
職
内
室

高
見　
信
子

　
　
　
　
令
和
七
年　
一
月
二
十
九
日 

逝
去

　
支
所
下
寺
院
の
慶
事
を
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

　
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
住
職
在
任
五
十
年
表
彰
】

志　
筑　
引
攝
寺 

田
居　
義
和

　
令
和　
六　
年
十
二
月　
十
三　
日 　
　

【
住
職
在
任
三
十
年
表
彰
】

木
曽
上　
永
楽
寺 

谷
内　
信
巌

石　
田　
生
福
寺 

若
林　
義
導

掃　
守　
榮
福
寺 

岡
崎　
正
信

　
令
和　
六　
年
十
二
月　
十
三　
日 　
　

【
御
　
結
　
婚
】

灘　
　
　
長
谷
寺 

長
谷
川
惇
也

 

十
時　
安
奈

髙　
山　
勝
樂
寺 

森　
　
誠
玄

 

松
山　
千
明

本
山
総
額
（
累
計
）

一
、一
九
二
、八
〇
七
、九
五
二
円

淡
路
志
納
分
（
累
計
）

三
一
、一
五
五
、九
三
三
円

本
山
総
計
（
累
計
）

二
、八
一
七
、三
九
七
巻

淡
路
奉
納
分
（
累
計
）五

四
、三
〇
六
巻

（１）　第 25 号 第 25 号　（４）令和７年（2025）３月 15 日 令和７年（2025）３月 15 日

［ 第 25 号 ］
令和７年（2025）３月 15 日

題字・弘法大師筆

衆
生
の
貪と
ん

と
恚に

と
の
毒
に
は　

戒か
い
ひ
ん品
最
も
清
浄
に
す
べ
し

『
宗
秘
論
』

人
間
の
貪
欲
や
怒
り
の
弊
害
に

対
し
て
は
、
戒
の
教
え
が
最
も

清
ら
か
に
す
る

（
敬
称
略
）

令
和
六
年
度

淡
路
宗
務
支
所
小
史

　
九
月
七
日
、
第
九
回
淡
路

島
奉
詠
舞
大
会
を
一
宮
ふ
る

さ
と
セ
ン
タ
ー
で
開
催
致
し

ま
し
た
。
大
勢
の
皆
様
に
ご

来
場
頂
き
、
同
心
同
行
の
輪

が
会
場
に
拡
が
り
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
十
月
九
日
、
金
剛
講
創
立

百
周
年
の
お
待
ち
受
け
奉
詠

舞
大
会
が
、
ロ
ー
ム
シ
ア

タ
ー
京
都
に
於
い
て
開
催
さ

れ
、
淡
路
島
か
ら
は
大
型
バ

ス
一
台
で
参
加
し
、
全
国
の

各
地
方
本
部
か
ら
も
大
勢
の

講
員
様
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
愈
々
高
野
山
金

剛
講
創
立
百
周
年
で
ご
ざ
い

ま
す
。
十
月
四
日
か
ら
十

日
ま
で
を
百
周
年
御
詠
歌

ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
記
念
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
輝

か
し
い
百
周
年
と
い
う
正
当

年
の
節
目
に
、
講
員
皆
様
ご

一
緒
に
高
野
山
へ
登
嶺
し
て

日
々
の
ご
精
進
さ
れ
た
詠
歌

を
奉
納
し
、
報
恩
の
誠
を
捧

げ
、
百
周
年
を
共
に
歓
び
迎

え
ま
し
ょ
う
。 

稽
手
礼
拝

編
集
後
記

　
一月
十
七
日
、
阪
神
淡
路

大
震
災
の
発
生
か
ら
三
十
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

六
、四
三
四
人
の
命
を
奪

い
、
住
宅
街
を
焼
き
尽
く
し

高
速
道
路
を
な
ぎ
倒
し
た
衝

撃
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。

　

三
十
年
の
間
に
街
は
大
き

く
復
興
し
、
神
戸
市
で
は

今
、
人
口
の
半
分
が
震
災
を

経
験
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
こ
の

三
十
年
間
ず
っ
と
震
災
と
向

き
合
っ
て
き
た
方
々
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
歩
む
速

度
は
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

誰
し
も
が
災
害
の
被
害
に
遭

う
可
能
性
が
あ
り
、
大
切
な

方
を
亡
く
す
瞬
間
が
や
っ
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
心

痛
む
ニュ
ー
ス
を
目
に
し
た
と

き
、そ
の
よ
う
な
方
と
出
会
っ

た
と
き
、
日
々
の
生
活
の
中

で
決
し
て
他
人
事
と
思
わ
ず
、

時
に
歩
む
速
度
を
合
わ
せ
寄

り
添
い
助
け
、
時
に
歩
を
止

め
亡
き
人
に
手
を
合
わ
せ
る

心
を
持
ち
続
け
た
い
も
の
で

す
。 

合
掌

入
会
さ
れ
研
修
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
参
与
会
は
、
お
大
師
さ
ま
の
ご
誓
願
を
お
助
け

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
高
野
山
真
言
宗
の
公
式

団
体
で
す
。

　
お
大
師
さ
ま
や
真
言
密
教
の
魅
力
、
高
野
山
の

良
さ
を
広
め
る
活
動
に
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
与

会
入
会
希
望
の
方
は
、
有
縁
の
御
寺
院
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

会
員
に
な
ら
れ
ま
す
と
高
野
山
真
言
宗
管
長

（
参
与
会
総
裁
）
よ
り
委
嘱
状
を
お
届
け
し
、
参

与
袈
裟
と
参
与
バ
ッ
ジ
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

《
会
員
特
典
》

・
高
野
山
諸
堂　
　
　
内
拝
無
料

・
金
剛
峯
寺
参
拝
時　
記
念
品
贈
呈

・
「
月
刊
高
野
山
」
、
高
野
山
真
言
宗
発
行
の
パ

　
ン
フ
レ
ッ
ト
が
そ
の
都
度
届
き
ま
す
。

・
山
内
で
の
ご
飲
食
、
お
買
い
も
の
特
典

・
物
故
者
慰
霊
、
奥
之
院
に
あ
る
枢
議
・
参
与
物

　
故
者
慰
霊
碑
に
参
与
会
員
の
ご
芳
名
を
お
ま
つ

　
り
し
永
く
供
養

【
会
費
】
年
会
費　
一
万
円

提
案
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
代
議

員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
支
援
金
百
五
十
万
円
は
、
支
所

長
が
本
山
重
役
の
被
災
地
訪
問
に

同
行
す
る
形
で
五
月
二
十
二
日
に

能
登
宗
務
支
所
支
所
長
様
へ
お
届

け
い
た
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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　　　　　兵庫県洲本市五色町都志1344
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　鳥飼　明法寺　愛染明王

　
つ
ま
り
貪
瞋
痴
は
、
貪
欲
だ

っ
た
り
、
感
情
の
抑
制
が
効
か

な
か
っ
た
り
、
ま
た
自
分
勝
手

な
さ
ま
を
「
貪
（
む
さ
ぼ
り
）」

「
瞋
（
い
か
り
）」「
痴
（
お
ろ

か
さ
）」
の
一
字
ず
つ
に
あ
て

表
し
た
言
葉
で
す
。
誰
し
も
怒

る
と
い
う
瞬
間
は
あ
る
の
で
、

「
瞋
」
が
一
番
身
近
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
そ
も
そ
も
怒
り
と
は
何
な
の

で
し
ょ
う
。
怒
り
と
は
我
々
の

中
に
あ
る
『
べ
き
』
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
相
手
が
男
性
で
あ
る

か
ら
、
女
性
で
あ
る
か
ら
、
年

寄
り
で
あ
る
か
ら
、
若
者
で
あ

る
か
ら
、
友
人
で
あ
る
か
ら

等
々
、
相
手
が
こ
う
で
あ
る
立

場
な
ら
、
こ
う
あ
る
『
べ
き
』

だ
。
と
い
う
自
身
の
思
い
込
み
、

押
し
付
け
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
。
と
思
い
込
ん
で
い
る
か
ら
、

相
手
が
そ
の
『
べ
き
』
を
外
れ

た
こ
と
を
す
る
と
怒
り
が
湧
く
、

と
こ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
七
十
年
代
、
ア
メ
リ
カ
で
ア

ン
ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う

言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
自
身
の
怒
り
を
知
覚
し
、
そ

れ
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く

方
法
と
い
う
意
味
で
す
。
で
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
と
、

こ
れ
は
も
う
自
身
の
『
べ
き
』

を
緩
め
る
。
自
分
が
怒
っ
た
時

に
は
、
そ
の
内
容
を
反
省
し
て

も
う
少
し
自
身
の
怒
る
ま
で
の

猶
予
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
少
し

ず
つ
努
力
す
る
の
が
大
切
な
よ

う
で
す
。

最
初
に
誰
し
も
怒
る
と
書
き
ま

し
た
が
、
タ
レ
ン
ト
の
明
石
家

さ
ん
ま
さ
ん
は
、
自
分
は
全
く

怒
ら
な
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　「
自
分
は
怒
れ
る
ほ
ど
の
人

間
じ
ゃ
な
い
、
怒
る
や
つ
は
ア

ホ
だ
し
、
怒
ら
せ
る
よ
う
な
こ

と
す
る
や
つ
も
ア
ホ
だ
」

　
こ
の
言
葉
、
非
常
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
と
と
も
に
腑
に
落

ち
た
言
葉
で
し
た
。『
べ
き
』

と
い
う
認
知
の
歪
み
の
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
さ
ず
に
相
手
の
言
動

を
見
れ
ば
相
手
が
ど
ん
な
言
動

を
と
ろ
う
と
も
、
こ
の
人
は
そ

う
い
う
人
な
の
だ
な
と
納
得
で

き
る
、
故
に
怒
る
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
行
か
な
い
の
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
仏
道
修
行
の
土
台
と

な
る
八
正
道
で
言
い
ま
す
と

こ
ろ
の
正
見
（
し
ょ
う
け
ん
）、

一
切
の
偏
見
を
持
た
ず
物
事
を

見
る
に
あ
た
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
の
苦
し
み
は
全
て
煩
悩

か
ら
や
っ
て
き
ま
す
。
自
身
の

『
べ
き
』
を
見
直
し
て
ク
リ
ア

な
視
界
で
人
を
フ
ラ
ッ
ト
に
見

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
肩
の
力

を
抜
い
て
楽
し
い
人
付
き
合
い

が
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
南
無
大
師
遍
照
金
剛

合
　
掌
　

　
　
　
鍛
冶
屋
　
萬
福
寺

　
住
職
　
高
見
　
哲
寛

「
令
和
六
年　

能
登
半
島
地
震
」

― 

支
援
金
の
報
告 

―



淡 路 宗 務 支 所 報 「 海 響 」 淡 路 宗 務 支 所 報 「 海 響 」

　
九
月
二
十
六
日
㈭
・
二
十
七
日

㈮
、
洲
本
温
泉　
淡
路
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
ザ
・
サ
ン
プ

ラ
ザ
に
て
「
高
野
山
真
言
宗
兵
庫

ブ
ロ
ッ
ク
教
師
研
修
会
」
が
、
淡

路
宗
務
支
所
担
当
の
も
と
、
各
地

区
よ
り
七
〇
名
の
住
職
方
の
参
加

を
い
た
だ
き
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
に
は
十
三
時
か
ら
の
開

会
式
の
後
、
神
戸
マ
リ
ン
綜
合
法

律
事
務
所　
西
口
竜
司
先
生
、
田

村
行
政
書
士
事
務
所　
田
村
実
貴

雄
先
生
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

『
終
活
の
イ
ロ
ハ
～
寺
院
か
ら
始

ま
る
終
活
の
お
話
～
』
の
講
題
で

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
、「
終
活
」
へ
の
関
心
が

高
ま
る
一
方
で
、
つ
な
が
り
の
中

で
生
き
て
い
る
と
い
う
視
点
が
抜

け
落
ち
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
終

活
に
お
い
て
気
を
つ
け
る
べ
き
点

を
お
話
い
た
だ
き
、
亡
く
な
れ
ば

す
べ
て
が
終
わ
り
で
は
な
く
、
死

後
改
め
て
生
ま
れ
る
つ
な
が
り
に

つ
い
て
も
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
休
憩
の

後
に
、
中

国
古
箏
演

奏
家　
伍
芳
（
ウ
ー
フ
ァ
ン
）
先

生
に
よ
り
『
時
空
を
超
え
る
悠
久

の
響
き
』
と
題
し
て
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
狂

言
・
人
形
浄
瑠
璃
・
和
太
鼓
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
経
験
を
も
つ
伍

芳
先
生
の
古
筝
の
音
色
は
、
優
し

く
聴
衆
の
心
に
寄
り
添
い
、過
去・

現
在
・
未
来
の
命
の
つ
な
が
り
を

示
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
広
島
支
所
下　
宮

島
の
大
願
寺　
平
山
真
明
僧
正
を

お
迎
え
し
、『
弁
天
信
仰
に
つ
い

て
』
の
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

　
淡
路
島
に
は
「
回
り
弁
天
」
と

い
う
信
仰
が
あ
り
ま
す
が
、
大
願

寺
は
日
本
三
大
弁
財
天
の
一
つ
厳

島
弁
財
天
を
守
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

平
山
僧
正
に
は
、
宮
島
の
歴
史
に

も
触
れ
な
が
ら
、
古
来
よ
り
多
く

の
方
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
厳

島
弁
財
天
に
つ
い
て
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
布
教
実
践
で
は
、
淡
路
支
所　

岡
崎
哲
隆
師
・
但
馬
支
所　
草
壁

祐
瑞
師
の
二
名
が
登
壇
致
し
ま
し

た
。
岡
崎
師
は
ご
自
身
の
特
技
を

活
か
し
、
草
壁
師
は
ご
自
身
の
経

験
を
踏
ま
え
た
布
教
を
行
い
、
参

加
者
は
二
人
の
お
話
し
に
、
静
か

に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
次
回
担
当
支
所

の
播
磨
宗
務
支
所
支
所
長　
新　

弘
正
師
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

盛
会
の
も
と
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
研
修
会
を
通
し
、
信

仰
や
歴
史
、
命
の
つ
な
が
り
に
触

れ
る
こ
と
が
出
来
、
改
め
て
寺
院

の
役
割
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
よ

り
役
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
二
期

六
年
の
間
、
宗
祖
弘
法
大
師
さ

ま
へ
の
報
恩
感
謝
の
念
を
も
っ

て
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
在
任
中
は
ひ
と
か
た
な

ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

思
い
返
せ
ば
、
令
和
二
年
一

月
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国

内
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ

れ
、
四
月
に
は
全
国
へ
の
感
染

拡
大
に
よ
り
諸
事
業
が
中
止
・

延
期
・
縮
小
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
令
和
二
年
大
師
号

都
志
　
多
聞
寺

住
職
　
鈴
　

木
　
暸
　

導

下
賜
一
一
〇
〇
年
記
念
法
会
は

役
員
の
み
で
奥
之
院
燈
籠
堂
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ワ
ク
チ
ン
普
及
や

治
療
法
の
確
立
に
よ
っ
て
対
策

が
緩
和
さ
れ
、
令
和
四
年
十
月

十
九
日
、
前
の
管
長
葛
西
光
義

猊
下
を
お
迎
え
し
て
特
別
伝
道
・

教
学
講
習
会
を
檀
信
徒
の
方
々

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
宗
祖
弘
法
大
師
御

誕
生
一
二
五
〇
年
記
念
法
会
で

は
六
月
四
日
に
第
六
地
域
伝

道
団
法
恩
法
会
、
同
年
十
月

二
十
六
日　

善
通
寺
に
て
教
学

講
習
会
で
の
法
会
、
各
法
会
に

お
い
て
重
要
な
お
役
を
拝
せ
た

こ
と
有
り
難
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

回
り
弁
天
さ
ま
は
、
安
座
の

形
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
各
御

寺
院
・
檀
信
徒
の
方
々
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
得
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
っ
て
も
滞
り
な
く
巡
遷

で
き
ま
し
た
。

　

任
期
内
の
全
て
の
事
業
は
、

支
所
下
寺
院
御
住
職
・
教
師
・

寺
族
の
方
々
、
金
剛
講
員
・
参

与
会
員
・
檀
信
徒
の
方
々
の
ご

支
援
ご
協
力
あ
っ
て
の
も
の
で

あ
り
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。　

　

今
後
と
も
お
大
師
さ
ま
の
ご

加
護
の
下
、
淡
路
宗
務
支
所
の

更
な
る
発
展
と
皆
さ
ま
方
の
ご

多
幸
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し

上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

合
掌

　
十
月
十
六
日
㈬
、
洲
本
市
文
化

体
育
館
に
て
「
高
野
山
真
言
宗　

淡
路
宗
務
支
所　
支
所
檀
信
徒
研

修
会
（
教
学
講
習
会
）
～
災
害
時

に
お
け
る
安
心
～
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
第
一
部
と
し
て
、
本
山

布
教
師
で
も
あ
り
ま
す
福
井
県　

弘
法
寺
住
職　

齋
藤
智
弘
師
に

『
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
学
ん

だ
も
の
』
の
法
題
の
も
と
ご
法
話

を
賜
り
ま
し
た
。

　
実
際
に
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

訪
れ
た
被
災
地
の
方
々
と
の
様
子

を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
中
で

も
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
心
の
拠

り
所
と
し
て
い
る
も
の
は
何
か
、

ま
た
、
私
た
ち
が
被
災
さ
れ
た

方
々
と
接
す
る
際
に
持
つ
べ
き
心

構
え
や
必
要
と
さ
れ
る
言
動
・
行

動
を
ご
教
授
い
た
だ
け
ま
し
た
こ

と
は
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
次
に
第
二
部
と
し
て
、
住
友
生

命
大
阪
中
央
支
社　
法
人
担
当
部

長　
白
川
直
久
氏
に
『
自
然
災
害

に
そ
な
え
る
保
険
の
ポ
イ
ン
ト
』

と
い
う
題
で
ご
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
様
々
な
事
態
に
備
え
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
白
川
氏
に
は
具
体
的
な

事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
改
め
て
対

象
範
囲
の
確
認
を
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
六
年
も
能
登
半
島
地
震
を

は
じ
め
多
く
の
災
害
が
発
生
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
に
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
の
発
生
か
ら

三
十
年
が
経
ち
ま
す
。
今
尚
、
多

く
の
方
々
が
災
害
に
よ
り
負
っ
た

傷
と
向
か
い
合
い
な
が
ら
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、
そ
の
よ

う
な
方
々
へ
の
寄
り
添
い
方
、
ま

た
、
自
身
が
被
災
し
た
際
の
備
え

方
を
身
に
つ
け
る
大
切
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

◎
追
記

　
教
学
講
習
会
は
、
新
た
に
「
支

所
檀
信
徒
研
修
会
（
教
学
講
習

会
）」
に
名
称
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

（３）　第 25 号 第 25 号　（２）

安
乎
　
常
楽
寺
　
住
　
職
　
牧
戸
元
慶

　
令
和
五
年
三
月
十
二
日
、
常
楽

寺
住
職
拝
命
。

　
い
き
な
り
弁
天
さ
ん
。
聞
い
て

な
い
よ
ー
。

　

前
住
職　

明
瑞
和
尚
は
、「
御

託
宣
に
よ
り
四
教
区
に
決
ま
っ
た

ら
、
お
迎
え
し
よ
う
。」
と
言
っ

て
い
た
の
で
、
こ
の
度
の
安
座
奉

迎
に
な
り
ま
し
た
。

　
安
乎
地
区
に
お
い
て
も
七
十
一

年
ぶ
り
の
事
で
、
子
供
の
頃
に
お

参
り
し
た
と
い
う
人
は
い
る
も
の

の
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
で

あ
り
、
当
地
区
一
丸
と
な
っ
て
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総

代
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
毎
日
お

供
え
を
す
る
大
根
の
当
番
を
作
っ

て
頂
い
た
り
、
季
節
ご
と
の
野
菜
、

果
物
、
花
な
ど
色
々
お
供
え
い
た

だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
田
舎
の
寺
で
は
ほ
と
ん
ど
お
参

り
が
な
い
の
に
、
六
度
の
祭
り
す

べ
て
で
座
る
場
所
が
な
い
ほ
ど
、

人
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

夏
季
大
祭
の
七
月
七
日
は
、
日
曜

日
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で
、
七

夕
飾
り
に
願
い
を
込
め
、
境
内
で

は
た
こ
焼
き
、
か
き
氷
な
ど
の
模

擬
店
で
楽
し
み
、
堂
内
で
は
三
味

線
、
フ
ル
ー
ト
な
ど
を
奏
で
、
最

後
は
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
地
区
内
の
保
育
所
と
小

学
校
の
子
供
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
に

参
っ
て
い
た
だ
き
、
大
人
に
な
っ

て
昔
弁
天
様
に
お
参
り
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
て
も
ら
え
た
ら
幸
い

で
す
。

　
ま
た
、
弁
天
さ
ん
の
信
者
の
方

が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
こ
と
に
気

づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多

く
の
方
と
の
ご
縁
が
出
来
、
檀
家

寺
か
ら
信
者
寺
に
変
わ
っ
た
よ
う

で
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

大
変
充
実
し
た
一
年
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
三
百
年
近
く
に
な
る
淡
路
巡
遷

妙
音
弁
財
天
の
歴
史
を
、
途
絶
え

さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
実
感
致
し

ま
し
た
。
出
来
る
だ
け
お
迎
え
し

や
す
い
方
法
で
、
末
永
く
続
く
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
安
座

奉
迎
に
御
協
力
頂
き
ま
し
た
頭
人

の
支
所
長
、
弁
天
課
、
基
本
信
者
、

四
教
区
御
寺
院
、
六
度
の
祭
り
す

べ
て
に
御
詠
歌
を
奉
納
し
て
く
だ

さ
っ
た
大
照
寺
詠
歌
講
、
常
楽
寺

檀
信
徒
、
毎
月
の
参
拝
者
、
本
当

に
多
く
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
々
様
に
こ
の
紙
面

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

合
掌

ま
わ
り
弁
天
さ
ん
を
お
迎
え
し
て

高
野
山
真
言
宗

　
兵
庫
ブ
ロ
ッ
ク
教
師
研
修
会

支
所
檀
信
徒
研
修
会

（
教
学
講
習
会
）

令和７年（2025）３月 15 日 令和７年（2025）３月 15 日
　
令
和
六
年
十
二
月
二
十
六
日
、

淡
路
宗
務
支
所
寺
院
総
会
に
於

き
ま
し
て
、
全
会
一
致
を
も
っ

て
次
期
支
所
長
に
選
定
を
い
た

だ
き
、
令
和
七
年
二
月
九
日
の

支
所
代
議
員
会
に
て
、
副
長
七

名
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
野
山
真
言
宗
管
長　

大
僧
正

長
谷
部
真
道
猊
下
よ
り
辞
令
を

い
た
だ
き
、
役
員
一
同
質
多
の

池
ノ
内
　
地
藏
寺

住
　
職
　
大
木
裕
文

質
多
の
万
華
笑
を
含
ん
で

　
　
　

諸
尊
眼
開
か
ん

万
華
の
如
く
、
お
大
師
さ
ま
へ

の
報
恩
の
為
、
心
か
ら
ご
奉
仕

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
自
身
、
浅
学
非
才
の
身
で

は
あ
り
ま
す
が
、
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
支
所
下
寺
院
御

住
職
・
教
師
・
寺
族
の
皆
様
方

に
は
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

金
剛
講
員
、
参
与
会
員
、
檀

信
徒
の
皆
様
に
は
、
更
な
る
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

合
掌

支　　
所　　
長　　
大
木　
裕
文

副
長（
庶　
務　
課
）　
野
崎　
康
弘

副
長（
会　
計　
課
）　
三
浦　
義
崇

副
長（
教　
務　
課
）　
岩
坪　
泰
圓

副
長（
講　
社　
課
）　
三
冨　
良
圓

副
長（
弁
天
総
長
）　
國
本　
忠
孝

副
長（
弁
天
庶
務
）　
木
野
本
快
眞

副
長（
弁
天
会
計
）　
岡
崎　
哲
秀

書　
　
　
　
　

記　　
金
銅　
真
宏

書　
　
　
　
　

記　　
竹
原　
正
基

自　
治　
布　
教　
団　　
　
　
　
　
　

団　
長　　
岩
坪　
泰
圓

副
団
長　　
樹
下　
真
快

副
団
長　　
湯
口　
展
弘

金
剛
講
淡
路
地
方
本
部

　
総　
監　　
三
冨　
良
圓

庶　
務　　
林
山　
伸
樹

会　
計　　
山
本　
大
雲

　高野山の僧侶の法話を、
パソコンやスマートフォンで
気軽にご覧になれる「高野山
の法話」が視聴できます。
　配信時間は約１０分。毎月
１日、１５日の隔週で新しい
法話がアップされています。


